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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１回転ブラシを回転自在に収納するブラシ室を有すると共に、底面に第１の吸入口を有
する第１吸込具と、底面に第２の吸入口を有し両側壁に略半円状の切り欠き部を設けると
共に前記第１吸込具に着脱自在に装着される第２吸込具とからなり、前記第２吸込具を前
記第１吸込具に装着したときに、前記第２の吸入口の少なくとも前部が前記第１回転ブラ
シの上方に位置すると共に前記ブラシ室と連通され、かつ前記第１回転ブラシが前記切り
欠き部内に位置するようにした電気掃除機用吸込具。
【請求項２】
第２吸込具を第１吸込具から取り外したときに、切り欠き部を塞ぐ閉塞手段を設けた請求
項１に記載の電気掃除機用吸込具。
【請求項３】
第２吸込具に、第１回転ブラシを回転駆動する駆動手段を設けた請求項１または２に記載
の電気掃除機用吸込具。
【請求項４】
第２吸込具に、動作時に、駆動手段への通電を遮断する遮断手段を設け、第１吸込具に、
前記第１吸込具が掃除面より離れたときに、前記遮断手段を動作させる動作体を設けた請
求項３に記載の電気掃除機用吸込具。
【請求項５】
第２吸込具に、駆動手段で回転駆動される第２回転ブラシを設け、前記第２回転ブラシで
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第１回転ブラシを直接回転駆動するようにした請求項３または４に記載の電気掃除機用吸
込具。
【請求項６】
電動送風機を内蔵する掃除機本体と、請求項１～５のいずれか１項に記載の電気掃除機用
吸込具を備えた電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１吸込具と、その第１吸込具に着脱自在に装着される第２吸込具からなる
電気掃除機用吸込具と、それを用いた電気掃除機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の電気掃除機用吸込具として、図９、図１０に示されるようなものがあっ
た。（例えば、特許文献１参照）。図９は、前記特許文献１に記載された従来の電気掃除
機用吸込具の斜視図、図１０は、同電気掃除機用吸込具の断面図である。
【０００３】
　図９、１０において、従来の電気掃除機用吸込具１０１は、床面の塵埃を吸引するため
の第１吸込具１０２と、第１吸込具１０２より小型でしかも第１吸込具１０２に着脱自在
に装着される第２吸込具１０３から構成されている。第１吸込具１０２の底面前側には、
床面の塵埃を吸引するための第１の吸入口１０４が設けられ、第１吸込具１０２の後方に
は、上向きの開口部１０５を有すると共に第２吸込具１０３が着脱自在に装着される装着
部１０６が設けられ、第１の吸入口１０４と開口部１０５とは連通している。１０７は、
装着部１０６に装着された第２吸込具１０３を保持する操作レバーで、それを下方に足な
どで押すことにより、保持が解除され、第２吸込具１０３を第１吸込具１０２の装着部１
０６から取り外す事ができるようになっている。
【０００４】
　第２吸込具１０３は、狭いところや家具などを清掃するときに用いられるもので、底面
に第２の吸入口１０８を有し、上方後部に傾動自在に取着され電気掃除機（図示せず）に
連通接続された延長管１０９に接続される接続パイプ１１０を備え、第２吸込具１０３を
、第１吸込具１０２の装着部１０６に装着すると、第１の吸入口１０４と第２の吸入口１
０８とが連通するようになっている。
【０００５】
　以上のように構成された上記従来の電気掃除機用吸込具１０１の動作、作用は以下の通
りである。
【０００６】
　延長管１０９に接続した第２吸込具１０３を、第１吸込具１０２の後方に設けた装着部
１０６に装着し、電気掃除機を運転すると、電気掃除機に内蔵された電動送風機（図示せ
ず）による吸引力が、第１吸込具１０２の底面前側に位置する第１の吸入口１０４に作用
し、床面上の塵埃が空気と共に、その第１の吸入口１０４から流入し、第１吸込具１０２
の後方上部に位置する装着部１０６に装着された第２吸込具１０３の第２の吸入口１０８
、延長管１０９を経て電気掃除機に内蔵された集塵室（図示せず）に至り、そこで塵埃が
捕捉される。
【０００７】
　次に、家具や階段等の狭い場所を掃除する場合は、延長管１０９に第２吸込具１０３を
接続したままで、操作レバー１０７を足で踏むと、操作レバー１０７による第２吸込具１
０３の保持が解除されるので、延長管１０９を持ち上げると、第２吸込具１０３は、簡単
に装着部１０６から外れ、直ちに狭い場所や家具などの掃除ができる。
【０００８】
　また、従来の他の電気掃除機用吸込具の例として、図１１～１３に示されるようなもの
があった（例えば、特許文献２参照）。
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【０００９】
　図１１は、従来の他の電気掃除機用吸込具の斜視図、図１２は、同電気掃除機用吸込具
の断面図、図１３は、同電気掃除機用吸込具の第２吸込具の断面図である。
【００１０】
　図１１～１３において、従来の電気掃除機用吸込具１１５は、床面の塵埃を吸引するた
めの第１吸込具１１６と、第１吸込具１１６より小型でしかも第１吸込具１１６に着脱自
在に装着される第２吸込具１１７から構成されている。
【００１１】
　第１吸込具１１６の前側には、底面に第１の吸入口１１８を有すると共に床面上の塵埃
を掻き上げる回転ブラシ１３０を回転自在に収納するブラシ室１３１が設けられ、第１吸
込具１１６の略中央後方には、第１吸込具１１６が着脱自在に装着される略凹状の装着部
１１９が設けられている。装着部１１９の前部には、ブラシ室１３１と連通する開口部１
２０が設けられている。回転ブラシ１３０は、電動機１３４によって回転駆動される。
【００１２】
　１２１は、装着部１１９に装着された第２吸込具１１７を保持する操作レバーで、それ
を下方に足などで押すことにより、保持が解除され、第２吸込具１１７を第１吸込具１１
６の装着部１１９から取り外す事ができるようになっている。
【００１３】
　第２吸込具１１７は、第１吸込具１１６より小型で、狭い場所や家具などを清掃すると
きに用いられるもので、底面に第２の吸入口１２２を有し、前端に、第２の吸入口１２２
より開口面積が小さく、しかも部分的に蓋体１２３で開閉される第３の吸入口１２４を備
え、中央後部には、第２、第３の吸入口１２２、１２４と連通すると共に延長管（図示せ
ず）に接続される接続パイプ１２５が傾動自在に設けられている。そして、第２吸込具１
１７を、第１吸込具１１６の装着部１１９に装着すると、第１吸込具１１６側に設けた突
起１２６により蓋体１２３が押され、第３の吸入口１２４が開いて開口部１２０と連通す
ると共に、第２吸込具１１７の底面の第２の吸入口１２２が、第１吸込具１１６の装着部
１１９の底面で塞がれるようになっている。
【００１４】
　第２吸込具１１７の接続パイプ１２５には、接続パイプ１２５に延長管を接続したとき
に、その延長管に配されたリード線（図示せず）に電気的に接続される一対の受電ピン１
３２が設けられ、第２吸込具１１７の前部下方には、前記受電ピン１３２に電気的に接続
された給電部１３３が一対配されている。一方、第１吸込具１１６の装着部１１９には、
第２吸込具１１７が装着部１１９に装着されたときに前記給電部１３３に接すると共に、
電動機１３４に電気的に接続された一対の受電部１３５が設けられている。
【００１５】
　以上のように構成された上記従来の電気掃除機用吸込具１１５の動作、作用は以下の通
りである。
【００１６】
　延長管に接続した第２吸込具１１７を、第１吸込具１１６の後部に設けた装着部１１９
に装着すると、蓋体１２３が、突起１２６で押されて、第２吸込具１１７の第３の吸入口
１２４が全開し、第１の吸入口１１８と連通すると共に、受電部１３５と給電部１３３が
当接する。
【００１７】
　そして電気掃除機を運転すると、延長管に設けたリード線からの電源が、受電ピン１３
２、給電部１３３、受電部１３５を経て電動機１３４に供給され回転ブラシ１３０が回転
すると共に、電気掃除機に内蔵された電動送風機（図示せず）による吸引力が、第１吸込
具１１６の底面前側に位置する第１の吸入口１１８に作用し、回転ブラシ１３０で掻き上
げられた床面上の塵埃が空気と共に、その第１の吸入口１１８から流入し、開口部１２０
、第２吸込具１１７の前端に位置する第３の吸入口１２４、接続パイプ１２５、延長管を
経て電気掃除機に内蔵された集塵室（図示せず）に至り、そこで塵埃が捕捉される。
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【００１８】
　次に、家具や階段等の狭い場所を掃除する場合は、延長管に第２吸込具１１７を接続し
た状態で、操作レバー１２１を足で踏むと、操作レバー１２１による第２吸込具１１７の
保持が解除されるので、延長管を持ち上げると、第２吸込具１１７は、簡単に装着部１１
９から外れ、蓋体１２３が第３の吸入口１２４の一部を残して閉じると共に、第２の吸入
口１２２で、直ちに掃除を開始することができる。また、第２吸込具１１７を装着部１１
９から取り外したときに、給電部１３３と受電部１３５とが離れ、電動機１３４への通電
が遮断されるので、第１吸込具１１６を、床面に放置しても、回転ブラシ１３０が回転す
ることが無く、安全である。
【００１９】
　なお、蓋体１２３が第３の吸入口１２４の一部を残して閉じるのは、万が一、第２の吸
入口１２２が、何らかの原因で完全に塞がれても、第３の吸入口１２４より外気を吸引し
て、電動送風機が異常過熱するのを防止するためのものである。
【００２０】
　以上の構成により、第１吸込具１１６と第２吸込具１１７とを腰を屈めることなく切り
換えることができ、通常の床面の掃除から階段等の狭い場所の掃除に簡単に切り換えるこ
とができる利便性を有している。
【特許文献１】特開２００１－３１４３５８号公報
【特許文献２】特開２００４－２８３２１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された従来の電気掃除機用吸込具の構成では、第
２吸込具１０３が第１吸込具１０２に装着されたとき、第１吸込具１０２の第１の吸入口
１０４が前側に位置し、第２吸込具１０３の第２の吸入口１０８が後ろ側に位置し、第１
の吸入口１０４と第２の吸入口１０８とが前後方向でずれているため、吸引風がスムーズ
に流れず圧損が大きくなって塵埃の吸引性能が低下したり、紙くずなどかさばる塵埃が、
途中で引っ掛かるなどといった課題があった。更に、第１吸込具１０２には、塵埃を掻き
上げる為の回転ブラシなどが設けられていないため、特に掃除面がじゅうたんなどの場合
、塵埃の除去性能が悪いという課題があった。
【００２２】
　また、第１の吸入口１０４と第２の吸入口１０８とが前後方向でずれているため、電気
掃除機用吸込具１０１の前後方向の寸法が大きくなり、電気掃除機用吸込具１０１が大型
化するといった課題も有った。
【００２３】
　また、上記特許文献２に記載された従来の電気掃除機用吸込具の構成では、第１の吸入
口１１８に、電動機１３４で回転駆動される回転ブラシ１３０が設けられているので、じ
ゅうたんなどの被掃除面からの塵埃の除去性能が良いが、電動機１３４に通電するため、
給電部１３３、受電部１３５などの電気部品が必要になり、構造が複雑になり、しかも部
品点数が増加するため、第１吸込具１１６が高価で、しかも重くなるという課題があった
。
【００２４】
　また、第１の吸入口１１８から吸引された塵埃を含む空気が、開口面積が小さく、また
前端に設けられた第３の吸入口１２４を経て吸引されるようになっているので、電気掃除
機用吸込具１１５の奥行き寸法が大きくなると共に、吸引通路が長くなって圧損が大きく
なり清掃効果が低下したり、蓋体１２３を開ける機能も必要になるため、構造が複雑にな
り、製造コストが上昇するなどといった課題があった。また、開口面積が小さい第３の吸
入口１２４を経て吸引されるようになっているので、紙くずなどの大きな塵埃が吸引通路
内で引っ掛かるなどの課題があった。
【００２５】
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　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、小型、安価で、塵埃除去性能に優れ、圧
損が小さく、吸引性能に優れた電気掃除機用吸込具及び電気掃除機を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の電気掃除機用吸込具は、第１回転ブラシを
回転自在に収納するブラシ室を有すると共に、底面に第１の吸入口を有する第１吸込具と
、底面に第２の吸入口を有し両側壁に略半円状の切り欠き部を設けると共に前記第１吸込
具に着脱自在に装着される第２吸込具とからなり、前記第２吸込具を前記第１吸込具に装
着したときに、前記第２の吸入口の少なくとも前部が前記第１回転ブラシの上方に位置す
ると共に前記ブラシ室と連通され、かつ前記第１回転ブラシが前記切り欠き部内に位置す
るようにしたもので、第２吸込具を第１吸込具に装着したとき、第２の吸入口が、従来の
ものに比べ前側に位置して、第１の吸入口に近くなるので、その間の空気圧損が少なくな
り塵埃吸引性能が向上すると共に、電気掃除機用吸込具全体の奥行き寸法が小さくなり、
使い勝手が向上する。また、第１吸込具に第１回転ブラシを設けたことにより、掃除面か
ら塵埃を効率よく掻き上げることができる。また、第１回転ブラシが前記切り欠き部内に
位置することにより、第１吸込具は、第２吸込具をより低い位置で保持できるようになり
、電気掃除機用吸込具全体の高さを低くし、使用勝手を向上させることができる。
【００２７】
　また、本発明の電気掃除機は、電動送風機を内蔵する掃除機本体と、請求項１～５のい
ずれか１項に記載の電気掃除機用吸込具を備えたもので、吸引性能、使用勝手に優れた電
気掃除機を提供することができる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の電気掃除機用吸込具及び電気掃除機は、小型、安価で、圧損が小さく、塵埃吸
引性能に優れたものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　第１の発明は、第１回転ブラシを回転自在に収納するブラシ室を有すると共に、底面に
第１の吸入口を有する第１吸込具と、底面に第２の吸入口を有し両側壁に略半円状の切り
欠き部を設けると共に前記第１吸込具に着脱自在に装着される第２吸込具とからなり、前
記第２吸込具を前記第１吸込具に装着したときに、前記第２の吸入口の少なくとも前部が
前記第１回転ブラシの上方に位置すると共に前記ブラシ室と連通され、かつ前記第１回転
ブラシが前記切り欠き部内に位置するようにしたもので、第２吸込具を第１吸込具に装着
したとき、第２の吸入口が、従来のものに比べ前側に位置して、第１の吸入口に近くなる
ので、その間の空気圧損が少なくなり塵埃吸引性能が向上すると共に、電気掃除機用吸込
具全体の奥行き寸法が小さくなり、使い勝手が向上する。また、第１吸込具に第１回転ブ
ラシを設けたことにより、掃除面から塵埃を効率よく掻き上げることができる。また、第
１回転ブラシが前記切り欠き部内に位置することにより、第１吸込具は、第２吸込具をよ
り低い位置で保持できるようになり、電気掃除機用吸込具全体の高さを低くし、使用勝手
を向上させることができる。
【００３０】
　第２の発明は、特に、第１の発明の第２吸込具を第１吸込具から取り外したときに、切
り欠き部を塞ぐ閉塞手段を設けたもので、第２吸込具を第１吸込具から取り外して、第２
吸込具単体で掃除をする際に、閉塞手段により切り欠き部から外気が入らないので、第２
の吸入口からの塵埃吸引性能が低下することが無い。
【００３１】
　第３の発明は、特に、第１または第２の発明の第２吸込具に、第１回転ブラシを回転駆
動する駆動手段を設けたもので、駆動手段がモータ等の電気部品の場合、それを第１吸込
具に設けようとすると、第１吸込具と第２吸込具を電気的に接続するための接点や端子な
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どの電気部品が必要になるが、その駆動手段を、第２吸込具に設けることで、そのような
電気部品が不要となり、電気掃除機用吸込具を安価に構成することができる。
【００３２】
　第４の発明は、特に、第３の発明の第２吸込具に、動作時に、駆動手段への通電を遮断
する遮断手段を設け、第１吸込具に、前記第１吸込具が掃除面より離れたときに、前記遮
断手段を動作させる動作体を設けたもので、第２吸込具を第１吸込具に装着して通常の掃
除作業を行なっているときに、第１吸込具が掃除面から離れると、遮断手段が動作して、
駆動手段への通電が遮断されるので、安全である。しかも、電気部品のひとつである遮断
手段を第１吸込具側に設ける必要がないので、第１吸込具と第２吸込具を電気的に接続す
るための接点や端子などの電気部品が不要になり、第１、第２吸込具の構成が簡略化され
、安価に形成することができる。
【００３３】
　第５の発明は、特に、第３または第４の発明の第２吸込具に、駆動手段で回転駆動され
る第２回転ブラシを設け、前記第２回転ブラシで第１回転ブラシを直接回転駆動するよう
にしたもので、駆動手段から第１回転ブラシへの回転動力の伝達構成が簡素化されるので
、安価でしかも組み立てが容易になる。
【００３４】
　第６の発明は、電動送風機を内蔵する掃除機本体と、請求項１～５のいずれか１項に記
載の電気掃除機用吸込具を備えたもので、吸引性能、使用勝手に優れた電気掃除機を提供
することができる。
【００３５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００３６】
　（参考の形態１）
　図１は、本発明の第１の参考の形態における電気掃除機用吸込具を接続した電気掃除機
の全体斜視図、図２は、同電気掃除機用吸込具の第１吸込具と第２吸込具の着脱の様子を
示す斜視図、図３（ａ）は、同第２吸込具の断面図、（ｂ）は、同第２吸込具の裏面図、
図４は、同電気掃除機用吸込具の断面図（第２吸込具を第１吸込具に装着した状態）であ
る。
【００３７】
　図１～４において、本参考の形態における電気掃除機用吸込具が接続される電気掃除機
１は、電動送風機（図示せず）を内蔵する掃除機本体７と、一端がホース継ぎ手５を介し
掃除機本体７の前部に接続されるホース６と、ホース６の他端に設けられた手元ハンドル
４に着脱自在に連結される延長管２を備え、延長管２の先端に、本実施の形態における電
気掃除機用吸込具３（以下「吸込具３」という）が接続される。
【００３８】
　吸込具３は、主に広い床面の清掃に用いられる第１吸込具１０と、第１吸込具１０より
小型で、第１吸込具１０に設けた収納凹部２６に着脱自在に装着されると共に、家具や狭
い場所の清掃に使用される第２吸込具１１から構成されている。
【００３９】
　第１吸込具１０は、幅広で、前面及び両側面が、家具（図示せず）などへの傷付きを防
止するためのバンパー１７が取着された吸込部２４と、その中央部分から後方に突出する
走行部２５を有し、平面形状が略Ｔの字状に形成され、収納凹部２６は、吸込部２４の前
部から走行部２５にかけて形成されている。
【００４０】
　第１吸込具１０は、収納凹部２６に装着された第２吸込具１１を取り外す際に足などで
踏み込む操作レバー１９と、収納凹部２６の両内壁に設けられ出没自在で操作レバー１９
に連結された固定爪２０と、走行用の回転自在の車輪２１を備えている。
【００４１】
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　固定爪２０は、通常、図示しない付勢手段により、収納凹部２６の中央に向かって突出
するように付勢され、その付勢手段の付勢力に抗して操作レバー１９を下方に押し下げる
ことにより、固定爪２０が、第１吸込具１０の本体１０ａ内に没するようになっている。
【００４２】
　第１吸込具１０の吸込部２４は、底面に横長の第１の吸入口２３を有し、第１の吸入口
２３に臨むように回転自在に第１回転ブラシ１３を収納するブラシ室１４を備え、収納凹
部２６の底面の第１回転ブラシ１３の上方に位置する部分には、連通口１５が配されてい
る。
【００４３】
　ブラシ室１４の前壁１４ａの、第１回転ブラシ１３の回転中心Ｃより下方に位置する部
分には、空気取り入れ用のスリット１８が、左右に横長に設けられている。
【００４４】
　第１回転ブラシ１３は、略棒状の回転軸１３ａと、回転軸１３ａの外周長手方向に配さ
れ床面上の塵埃を掻き取る清掃片１３ｂから構成されている。
【００４５】
　第２吸込具１１は、底面に第２の吸入口２９を有する吸気ヘッド３０と、吸気ヘッド３
０に回動連結部３１を介して回動及び傾動自在に連結されると共に延長管２に連結するた
めの連結管３２から構成されている。
【００４６】
　吸気ヘッド３０の下面の前部と後部のそれぞれには、掃除面への傷付きを防止すると共
に、吸気ヘッド３０の下面と掃除面との間に所定の隙間を確保するための起毛布３３が貼
着されている。なお、起毛布３３は、シート面上に細かい毛を密集起毛させたものである
が、ブラシ、フェルト等を用いても良い。
【００４７】
　第２吸込具１１の吸気ヘッド３０の両側面には、第１吸込具１０に設けた固定爪２０が
嵌合する固定穴３４が設けられている。
【００４８】
　本参考の形態では、第２吸込具１１を第１吸込具１０の収納凹部２６に収納すると、第
１吸込具１０に設けた固定爪２０が、第２吸込具１１に設けた固定穴３４に嵌合し、第２
吸込具１１が確実に固定されると共に、第２の吸入口２９が、第１吸込具１０に設けた連
通口１５に気密に重なって、第２の吸入口２９と第１吸込具１０のブラシ室１４とが連通
するようになっている。
【００４９】
　尚、本参考の形態では、第１回転ブラシ１３の上方に位置する連通口１５の前後方向の
幅寸法と、第２の吸入口２９のそれとほぼ同一にしているが、本発明はこれに限定される
ものではなく、第２吸込具１１単体で使用する際の吸引性能や騒音を考慮して、第２の吸
入口２９の前後方向での幅寸法を、連通口１５のそれより大にしてもかまわない。その場
合は、少なくとも、第２の吸入口２９の前部を、連通口１５に合わせるようにすれば良い
。
【００５０】
　また、第１吸込具１０の収納凹部２６に装着された第２吸込具１１を取り外す時は、操
作レバー１９を押し下げることにより、収納凹部２６に設けた固定爪２０が本体１０ａ内
に没して、固定爪２０と固定穴３４との嵌合が外れるので、第２吸込具１１を延長管２に
接続したままで、第１吸込具１０から簡単に取り外す事ができる。
【００５１】
　以上のように構成された本参考の形態における吸込具３の動作、作用は以下の通りであ
る。
【００５２】
　通常の床面や絨毯を清掃するときは、第１吸込具１０の収納凹部２６に第２吸込具１１
を装着して行なう。この状態では、第１吸込具１０側の固定爪２０が、第２吸込具１１の
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固定穴３４に嵌合しているので、ホース６の手元ハンドル４を左右、前後に操作しても第
２吸込具１１が、第１吸込具１０から外れることは無い。
【００５３】
　そして掃除機本体７を、例えば、床面上で運転すると、それに内蔵された電動送風機に
よる吸引力が、ホース６、延長管２、第２吸込具１１の連結管３２、第２の吸入口２９、
連通口１５、ブラシ室１４を経て第１の吸入口２３に作用し、床面上の塵埃が空気と共に
、第１の吸入口２３から吸引され、ブラシ室１４、連通口１５、第２の吸入口２９、連結
管３２、延長管２、ホース６を経て、掃除機本体７内の集塵室（図示せず）に至り、そこ
で塵埃が捕獲され、綺麗になった空気は、電動送風機を冷却した後、掃除機本体７の後部
から排出される。尚、吸込具３を床面に置いたときは、車輪２１により、第１吸込具１０
の底面と床面との間に所定の隙間が形成され、外気のほとんどは、第１の吸入口２３から
吸引され、スリット１８からは、外気はあまり吸引されない。
【００５４】
　一方、絨毯を清掃するために、第１吸込具１０を絨毯上に置いて、掃除機本体７を運転
すると、第１の吸入口２３が絨毯の毛で塞がれるため、外気がスリット１８から勢い良く
吸引され、その吸引風が、第１回転ブラシ１３の中心Ｃより下方の清掃片１３ｂに勢い良
く当たり、第１回転ブラシ１３が、反時計方向に高速で回転する。これにより絨毯の毛に
付着した塵埃は、第１回転ブラシ１３の清掃片１３ｂで効率よく掻き出され、スリット１
８から流入する外気と共に、集塵室内に吸引されていく。
【００５５】
　次に、狭い場所や、家具などを清掃するときは、第１吸込具１０を床面に置いたままで
、操作レバー１９を足で踏むだけで、第１吸込具１０側の固定爪２０が、本体１０ａ内に
没し、第２吸込具１１の固定穴３４から外れるので、第２吸込具１１を延長管２に接続し
た状態で簡単に第１吸込具１０から取り外すことができ、直ちに狭い場所や、家具などを
清掃することができる。
【００５６】
　家具や狭い場所の清掃後、第２吸込具１１を、床面に置いた第１吸込具１０の収納凹部
２６に装着するだけで、再び第１吸込具１０を用いて床面などの通常の被掃除面の掃除を
効率よく行なうことができる。
【００５７】
　前述したように、第２吸込具１１の吸気ヘッド３０と連結管３２との間には、左右方向
に回動自在に連結する回動連結部３１が設けられており、第２吸込具１１が第１吸込具１
０に装着された状態では、図１に示すように連結管３２に延長管２を介して連結された手
元ハンドル４の上げ下げ動作に対応して、連結管３２は、回動連結部３１に対し上下回動
する。
【００５８】
　また、手元ハンドル４を回動させる動き、即ち第１吸込具１０の進路方向を左右いずれ
かの方向に変更するハンドル操作がなされるときには、進路方向に手元ハンドル４を回動
させる動きが自然になされるので、回動連結部３１に回動力が加わると、第１吸込具１０
の後方側に回動連結部３１があるため、軸の回動方向に第１吸込具１０が回動する動きが
働き、スムーズに第１吸込具１０の進路変更ができる。
【００５９】
　尚、第２吸込具１１を第１吸込具１０から離脱した状態では、第２吸込具１１の吸気ヘ
ッド３０が自由に左右に回動すると扱い難くなるので、第２吸込具１１を第１吸込具１０
から離脱した時に、吸気ヘッド３０の回動をロックする回動ロック手段（図示せず）を第
２吸込具１１に内設し、第２吸込具１１を第１吸込具１０に装着したときに、第１吸込具
１０に設けた突起（図示せず）で、回動ロック手段による吸気ヘッド３０の回動ロックを
解除するようにすれば、より使用勝手の良い吸込具３を提供することができる。
【００６０】
　以上のように構成された本参考の形態における吸込具３によれば、第２吸込具１１を第
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１吸込具１０に装着した状態では、幅広の第１吸込具１０により一般的な電気掃除機と同
様に被掃除面の掃除を効率よく行なうことができ、第１吸込具１０が入らないような狭い
場所や階段などを掃除する場合など、必要に応じて操作レバー１９を足踏みすると、腰を
屈めることなく第１吸込具１０から第２吸込具１１を離脱させることができ、第２吸込具
１１だけを用いた掃除ができるので、先端ノズルを付け替える面倒な作業は解消される。
【００６１】
　また、第２吸込具１１を離脱した第１吸込具１０は、被掃除面にあるので、第２吸込具
１１だけを用いての掃除が終わったら、その第２吸込具１１を第１吸込具１０に押し入れ
ると即座に、通常の床掃除に移ることができる。
【００６２】
　また、第２吸込具１１を第１吸込具１０に装着したとき、第２の吸入口２９が、従来の
ものに比べ前側に位置して、吸込具３の前後方向で第１の吸入口２３に近くなるので、そ
の間の空気圧損が少なくなり塵埃吸引性能が向上すると共に、吸込具３全体の奥行き寸法
が小さくなり、使い勝手が向上する。
【００６３】
　また、車輪２１を、第２吸込具１１に設けた回動連結部３１の回動支点より後方に配設
しているので、手元ハンドル４の操作により、第２吸込具１１を第１吸込具１０に装着す
るとき、車輪２１を支点として第１吸込具１０の前部が立ち上がったり、前方に走行して
しまうことがなく、非常に使用勝手が良い。
【００６４】
　（実施の形態１）
　図５（ａ）は、本発明の第１の実施の形態における電気掃除機用吸込具の第２吸込具の
側面図、（ｂ）は、同電気掃除機用吸込具の断面図（第２吸込具を第１吸込具に装着した
状態）である。尚、上記第１の参考の形態における電気掃除機用吸込具と同一部分につい
ては、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６５】
　図５において、本実施の形態における電気掃除機用吸込具３５は、第１吸込具３６と、
第１吸込具３６に設けた収納凹部３７に着脱自在に装着される第２吸込具３８から構成さ
れている。第２吸込具３８の両側面には、半円状の切り欠き部３９と、回動軸４０を中心
に回動自在で、前記切り欠き部３９を塞ぐ閉塞手段４１が設けられており、他の構成は、
上記第１の参考の形態における第２吸込具１１と同一である。
【００６６】
　本実施の形態では、閉塞手段４１は、略半円板状で、第２吸込具３８の両側面の裏側に
配置され、第２吸込具３８単体のときは、図５（ａ）に示すように自重で下がって、切り
欠き部３９を塞いでいる。
【００６７】
　一方、第１吸込具３６に設けた収納凹部３７は、上記第１の参考の形態における収納凹
部２６より深く形成されており、第２吸込具３８をその収納凹部３７に装着したときに、
第２吸込具３８の切り欠き部３９の周縁３９ａが、第１回転ブラシ１３の略上半分を覆う
ように、すなわち、第１回転ブラシ１３の略上半分が、切り欠き部３９内に位置するよう
に構成されている。
【００６８】
　４２は、第１吸込具３６の収納凹部３７の側壁に設けた規制ピンで、第２吸込具３８を
収納凹部３７に装着する際に、閉塞手段４１の下縁に当接して、その閉塞手段４１を上方
に回動させる働きをすると共に、第２吸込具３８を収納凹部３７に完全に装着したときに
、切り欠き部３９を全開するように配置されている。
【００６９】
　以上のように本実施の形態によれば、第２吸込具３８を第１吸込具３６に装着したとき
に、第１回転ブラシ１３の上半分が切り欠き部３９内に位置することにより、第１吸込具
３６は、第２吸込具３８をより低い位置で保持できるようになり、吸込具３５全体の高さ
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を低くし、使用勝手を向上させることができる。
【００７０】
　また、第２吸込具３８単体で掃除作業を行なうために、第２吸込具３８を第１吸込具３
６から取り外したときは、閉塞手段４１が、規制ピン４２から離れ、自重で降りてきて、
切り欠き部３９を塞ぐので、切り欠き部３９から外気が入らず、第２吸込具３８の底面に
設けた第２の吸入口４３からの塵埃吸引性能が低下することが無い。
【００７１】
　（実施の形態２）
　図６（ａ）は、本発明の第２の実施の形態における電気掃除機用吸込具の第２吸込具の
断面図、（ｂ）は、同第２吸込具の裏面図、図７は、同電気掃除機用吸込具の断面図（第
２吸込具を第１吸込具に装着した状態）である。なお、上記第１の参考の形態と同一部分
については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００７２】
　図６、７において、本実施の形態における電気掃除機用吸込具４５（以下、「吸込具４
５」という）は、第１吸込具４６と、第１吸込具４６に設けた収納凹部４７に着脱自在に
装着されると共に底面に第２の吸入口４９を有する第２吸込具４８から構成されている。
【００７３】
　第２吸込具４８は、第２の吸入口４９に臨むように回転自在に配された第２回転ブラシ
５０と、モータなどからなり、第２回転ブラシ５０をベルト５１を介して回転駆動する駆
動手段５２を備えている。
【００７４】
　第２吸込具４８の連結管３２には、連結管３２に延長管２を接続したときに、延長管２
内に配された配線（図示せず）と電気的に接続される受電ピン５６と、受電ピン５６と駆
動手段５２を電気的に接続するリード線５７が配されている。第２回転ブラシ５０は、略
棒状の回転軸５０ａと、回転軸５０ａの外周長手方向に、しかも放射状に配され掃除面上
の塵埃を掻き取る清掃片５０ｂから構成されている。
【００７５】
　本実施の形態では、第２吸込具４８を第１吸込具４６の収納凹部４７に装着したときに
、第２回転ブラシ５０の清掃片５０ｂと、第１吸込具４６に回転自在に設けた第１回転ブ
ラシ１３の清掃片１３ｂとが、上下方向でオーバーラップするように、両者の位置関係が
設定されている。
【００７６】
　次に、本実施の形態における吸込具４５の動作、作用について説明する。
【００７７】
　まず、木床などの掃除面を清掃するときは、上記第１の参考の形態同様に、延長管２に
接続した第２吸込具４８を第１吸込具４６の収納凹部４７に装着して、掃除機本体７を運
転しながら、手元ハンドル４を操作して、第１吸込具４６を掃除面で移動させることで、
掃除面上の塵埃を吸引し、掃除を行なう。
【００７８】
　次に、絨毯などを掃除するときは、延長管２に接続した第２吸込具４８を第１吸込具４
６の収納凹部４７に装着して、掃除機本体７を運転すると共に、手元ハンドル４に設けた
スイッチ（図示せず）を操作することにより、第２吸込具４８に設けた駆動手段５２に通
電して、第２回転ブラシ５０を回転させる。ここで、第２回転ブラシ５０が回転すること
により、その清掃片５０ａとオーバーラップする清掃片１３ｂを有する第１回転ブラシ１
３が回転し、絨毯上の塵埃を効率よく掻き上げ吸引することができる。
【００７９】
　また、階段や家具間などの狭い場所を清掃する場合は、上記第１の参考の形態、上記第
１の実施の形態同様に、第２吸込具４８を延長管２に接続した状態で、第１吸込具４６か
ら外して行うようにすれば良い。
【００８０】
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　特に、本実施の形態における第２吸込具４８は、第２回転ブラシ５０を備えているので
、絨毯が敷き詰められた部屋に置かれた家具同士の間を清掃するのにも極めて好都合であ
る。
【００８１】
　以上のように、本実施の形態によれば、第１吸込具４６に設けた第１回転ブラシ１３を
回転駆動するための駆動手段５２を第２吸込具４８に設けたので、第１吸込具４６にモー
タ等の電気部品が不要になり、それに伴い、第１吸込具４６と第２吸込具４８を電気的に
接続するための接点や端子などの電気部品も不要となり、吸込具４５を安価に構成するこ
とができる。
【００８２】
　特に、本実施の形態では、清掃片１３ｂ、５０ｂをオーバーラップさせて、第２回転ブ
ラシ５０で第１回転ブラシ１３を直接回転駆動するようにしているので、駆動手段５２か
ら第１回転ブラシ１３への動力伝達構成が簡素化され、吸込具４５の組み立てが容易にな
り、安価に提供すことができる。
【００８３】
　（実施の形態３）
　図８（ａ）は、本発明の第３の実施の形態における電気掃除機用吸込具の断面図（掃除
面に置いた状態）、（ｂ）は、同電気掃除機用吸込具の断面図（掃除面から持ち上げた状
態）である。なお、上記第１の参考の形態における電気掃除機用吸込具と同一部分につい
ては、同一符号を付してその説明を省略する。
【００８４】
　図８において、本実施の形態における電気掃除機用吸込具６０（以下「吸込具６０」と
いう）は、第１吸込具６１と、第１吸込具６１に設けた収納凹部６２に着脱自在に装着さ
れる第２吸込具６３から構成され、第２吸込具６３の底部に、受電ピン５６と駆動手段５
２との間に電気的に直列に接続されると共に磁気により電源を遮断する遮断手段としての
リードスイッチ６４を配している。第２吸込具のその他の構成は、第２の実施の形態にお
ける吸込具４５と同じである。
【００８５】
　一方、第１吸込具６１の底部には、上下動自在で下端に回転自在のローラー６５を有す
ると共に、付勢手段６６で下方に付勢された床面検知棒６７と、前記ローラー６５が出没
するための開口部６８と、一端が床面検知棒６７の上端に回動自在に軸支され、他端にリ
ードスイッチ６４を動作させる動作体となるマグネット片６９を取着すると共に途中が、
第１吸込具６１に固着された支柱７０で回動自在に軸支された連結棒７１が設けられてい
る。マグネット片６９は、位置的には、リードスイッチ６４の下方に位置している。
【００８６】
　図８（ａ）に示すように、吸込具６０を床面に置いたときは、床面検知棒６７のローラ
ー６５が床面に当接して、床面検知棒６７が上昇し、反対側のマグネット片６９が下方に
下りて、マグネット片６９の磁気がリードスイッチ６４に及ばなくなってリードスイッチ
６４がＯＮ動作するようになっている。逆に、図８（ｂ）に示すように、吸込具６０を床
面より持ち上げると、床面検知棒６７が付勢手段６６により、下方に移動し、マグネット
片６９が、収納凹部６２の底壁に当接すると共に、リードスイッチ６４にもっとも近づく
。これにより、マグネット片６９の磁気がリードスイッチ６４に作用し、リードスイッチ
６４がＯＦＦ動作するようになっている。
【００８７】
　以上のように構成された本実施の形態における吸込具６０の動作、作用は以下の通りで
ある。
【００８８】
　通常の床面清掃の際は、第２吸込具６３を第１吸込具６１の収納凹部６２に装着して第
１吸込具６１を床面に置くと、図８（ａ）に示すような状態となる。この状態では、床面
検知棒６７のローラー６５が床面に当接し、付勢手段６６の付勢力に抗して床面検知棒６
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７が上方に押し上げられ、マグネット片６９がリードスイッチ６４より最も離れた位置に
なり、その結果マグネット片６９の磁気がリードスイッチ６４に及ばなくなり、リードス
イッチ６４がＯＮ動作する。
【００８９】
　これにより、手元ハンドル４に設けたスイッチ（図示せず）を操作して、駆動手段５２
に通電し第２回転ブラシ５０、第１回転ブラシ１３を回転駆動して床面上の塵埃を掻き上
げることができる。若し掃除中に、第１吸込具６１を一時的に持ち上げると、付勢手段６
６により、床面検知棒６７が下方に移動し、マグネット片６９がリードスイッチ６４にも
っとも近づき、マグネット片６９の磁気がリードスイッチ６４に作用してリードスイッチ
６４がＯＦＦ動作し、第２回転ブラシ５０、第１回転ブラシ１３の回転が停止するので、
安全である。
【００９０】
　また、第２吸込具６３を第１吸込具６１から外すと、マグネット片６９の磁気がリード
スイッチ６４に及ばなくなって、リードスイッチ６４がＯＮ動作するので、第２吸込具６
３単体で、第２回転ブラシ５０を回転させながら掃除運転ができるので、使用勝手が良い
。
【００９１】
　以上のように、本実施の形態によれば、第２吸込具６３を第１吸込具６１に装着して通
常の掃除作業を行なっているときに、第１吸込具６１が掃除面から離れると、リードスイ
ッチ６４が動作して、駆動手段５２への通電が遮断されるので、安全である。しかも、電
気部品のひとつであるリードスイッチ６４を第１吸込具６１側に設ける必要がないので、
第１吸込具６１と第２吸込具６３を電気的に接続するための接点や端子などの電気部品が
不要になり、第１、第２吸込具６１、６３の構成が簡略化され、安価に形成することがで
きる。
【００９２】
　なお、上記実施の形態では、吸込具３、３５、４５、６０を、ホース６、延長管２が連
結される床移動型の電気掃除機１に使用した例で説明したが、本発明は、特にその形態に
限定されるものでは無く、手元ハンドル付きの小型掃除機で、本体に短い管路で吸込具を
取り付けたハンドクリーナと称される電気掃除機に上記吸込具３、３５、４５又は６０を
接続してもよく、それにより、ハンドクリーナとしての機能を向上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　以上のように、本発明に係る電気掃除機用吸込具は、小型で、圧損が少なく塵埃吸引性
能に優れたもので、家庭用、業務用、店舗用などといった各種電気掃除機に適用すること
ができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の第１の参考の形態における電気掃除機用吸込具を接続した電気掃除機の
全体斜視図
【図２】同電気掃除機用吸込具の第１吸込具と第２吸込具の着脱の様子を示す斜視図
【図３】（ａ）同第２吸込具の断面図、（ｂ）同第２吸込具の裏面図
【図４】同電気掃除機用吸込具の断面図（第２吸込具を第１吸込具に装着した状態）
【図５】（ａ）本発明の第１の実施の形態における電気掃除機用吸込具の第２吸込具の側
面図、（ｂ）同電気掃除機用吸込具の断面図（第２吸込具を第１吸込具に装着した状態）
【図６】（ａ）本発明の第２の実施の形態における電気掃除機用吸込具の第２吸込具の断
面図、（ｂ）同第２吸込具の裏面図
【図７】同電気掃除機用吸込具の断面図（第２吸込具を第１吸込具に装着した状態）
【図８】（ａ）本発明の第３の実施の形態における電気掃除機用吸込具の断面図（掃除面
に置いた状態）、（ｂ）同電気掃除機用吸込具の断面図（掃除面から持ち上げた状態）
【図９】従来の電気掃除機用吸込具の斜視図
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【図１０】同電気掃除機用吸込具の断面図
【図１１】従来の他の電気掃除機用吸込具の斜視図
【図１２】同電気掃除機用吸込具の断面図
【図１３】同電気掃除機用吸込具の第２吸込具の断面図
【符号の説明】
【００９５】
　１　　電気掃除機
　３、３５、４５、６０　電気掃除機用吸込具（吸込具）
　７　　掃除機本体
　１０、３６、４６、６１　第１吸込具
　１１、３８、４８、６３　第２吸込具
　１３　第１回転ブラシ
　１４　ブラシ室
　２３　第１の吸入口
　２９、４３、４９　第２の吸入口
　３９　切り欠き部
　４１　閉塞手段
　５０　第２回転ブラシ
　５２　駆動手段
　６４　リードスイッチ（遮断手段）
　６９　マグネット片（動作体）

【図１】 【図２】
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